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リハビリ型デイサービスに特化した通所介護の事例 

 

 
 

 

はじめに 

 

 

介護保険制度は平成１２年４月の導入以来１１年が経過し、１２年目を迎え

ました。制度スタート時は約１７％だった高齢化率も平成２３年１月１５日現

在では約２３％に上昇し、高齢化が進むのと同時に要支援・要介護認定者も増

加しています。 

 

社会保障費抑制の流れで、在院日数の縮減や医療保険下のリハビリに日数制

限が設けられる中、介護保険で行われるリハビリが着目されています。リハビ

リ難民の受け皿としても、増大する一方の介護保険給付費用の削減に向けた介

護度の改善という課題においても今後のリハビリ施設の重要度は高いといえ

ます。 

 

このような環境下、平成１８年頃より民間事業者の参入が相次いでいるのが、

介護予防（生活機能回復や運動機能向上）に特化したデイサービスです。俗に

「リハビリ型デイサービス」といわれるもので、介護保険認定者の約７５％を

占める要介護３以下の軽度者を対象に３時間程度の介護予防プログラムを提

供することに特徴があります。 

 

本稿では、独自で開発した静脈認証マシンを使用し、平成１６年から「リハ

ビリ型デイサービス」を行う株式会社パワーリハの事例をご紹介します。 
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